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は
じ
め
に

本
稿
が
論
述
対
象
と
す
る
宇
喜
多
氏
は
、
戦
国
末
期
か
ら
豊
臣
期
に
か
け
て
存
在
し
た
大
名
権
力
で
あ
る
。
豊
臣
期
に
お
け
る
宇
喜

多
氏
当
主
・
秀
家
は
、
秀
吉
か
ら
目
を
か
け
ら
れ
て
一
門
と
し
て
の
待
遇
を
受
け
、
関
ヶ
原
合
戦
の
敗
北
に
よ
っ
て
改
易
と
な
る
慶
長

五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
至
る
ま
で
、
政
権
内
に
お
い
て
重
要
な
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
こ
の
豊
臣
期
宇
喜
多
氏
に
つ
い
て

の
研
究
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
「
な
ぜ
宇
喜
多
氏
権
力
は
崩
壊
し
た
の
か
」
と
い
う
命
題
を
主
軸
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
大
名
権
力
宇

喜
多
氏
の
消
滅
は
関
ヶ
原
合
戦
に
よ
る
も
の
だ
が
、
そ
の
前
夜
に
お
け
る
宇
喜
多
氏
権
力
で
は
、
同
氏
の
家
中
を
構
成
す
る
主
要
な
一

門
・
宿
老
た
ち
が
秀
家
に
反
旗
を
翻
し
、
家
中
を
退
去
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。
従
来
の
研
究
史
で
は
、
こ
の
「
宇
喜
多

騒
動
」
に
よ
り
大
名
権
力
と
し
て
の
宇
喜
多
氏
は
事
実
上
崩
壊
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
遡
及
し
て
そ
の
原
因
を
探
る
試
み
が
多

く
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

宇
喜
多
騒
動
の
原
因
と
し
て
は
、
秀
家
の
過
度
な
遊
興
や
、
佞
臣
の
専
横
を
許
し
た
こ
と
に
よ
る
家
中
の
憤
懣
、
信
仰
を
め
ぐ
る
内

豊
臣
期
宇
喜
多
氏
の
構
造
的
特
質

森　

脇　

崇　

文

キ
ー
ワ
ー
ド
：
豊
臣
期
、
宇
喜
多
氏
、
分
限
帳
、
家
中
、
御
家
騒
動
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部
対
立
な
ど
が
、
近
世
以
来
の
通
説
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
）
（
（
。
こ
れ
に
対
し
、
宇
喜
多
氏
に
つ
い
て
最
初
の
総
合
的
研
究
を
試
み

た
し
ら
が
康
義
氏
は
、
騒
動
の
本
質
的
な
要
因
と
し
て
、
秀
吉
の
全
面
的
な
後
援
に
よ
り
成
立
・
発
展
し
た
大
名
権
力
宇
喜
多
氏
の
脆

弱
性
、
お
よ
び
大
陸
出
兵
に
代
表
さ
れ
る
豊
臣
政
権
の
「
際
限
な
き
軍
役
」
に
よ
る
過
重
な
負
担
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
、
後
ろ
盾
と

な
る
秀
吉
の
死
没
に
よ
り
、
宇
喜
多
氏
が
崩
壊
に
至
る
こ
と
は
必
然
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
）
（
（
。
し
ら
が
氏
の
見
解
は
以
降
の
研

究
に
お
い
て
大
筋
で
継
承
さ
れ
、「
後
援
者
秀
吉
の
喪
失
」
と
「
際
限
な
き
軍
役
」
は
、
近
年
の
大
西
泰
正
氏
に
よ
る
一
連
の
研
究
に

至
る
ま
で
、
宇
喜
多
騒
動
を
語
る
上
で
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
（
3
（
。

し
か
し
、
し
ら
が
氏
が
想
定
す
る
よ
う
に
、
宇
喜
多
氏
は
秀
吉
の
後
援
が
な
け
れ
ば
崩
壊
を
免
れ
え
な
い
ほ
ど
脆
弱
な
権
力
な
の
だ

ろ
う
か
。
豊
臣
期
宇
喜
多
氏
の
分
国
は
、
大
半
が
秀
家
の
父
で
あ
る
宇
喜
多
直
家
の
代
に
形
成
さ
れ
、
秀
吉
か
ら
付
与
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
。
ま
た
、
豊
臣
政
権
の
成
立
当
初
は
幼
少
で
あ
っ
た
秀
家
も
、
大
陸
出
兵
の
開
戦
時
に
は
既
に
二
〇
代
を
迎
え
て
い
る
。
つ
ま

り
、
秀
吉
の
後
見
な
く
し
て
分
国
統
治
が
不
可
能
な
状
況
と
は
考
え
が
た
い
。
そ
し
て
、「
際
限
な
き
軍
役
」
に
さ
ら
さ
れ
た
の
は
、

な
に
も
宇
喜
多
氏
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
な
ぜ
宇
喜
多
氏
で
は
「
崩
壊
」
に
至
る
騒
動
が
起
こ
り
、
他
大
名
で
は
起
こ
ら
な
か
っ

た
の
か
。
そ
の
理
由
付
け
が
必
要
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
当
該
期
に
お
け
る
宇
喜
多
氏
権
力
の
内
部
事
情
を
具
体
的
に
明
ら
か
に

し
、
宇
喜
多
騒
動
の
背
景
を
探
る
こ
と
が
不
可
欠
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
筆
者
は
先
稿
で
豊
臣
期
宇
喜
多
氏
の
分
国
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
っ
た
）
（
（

。
そ
の

結
果
、
天
正
年
間
後
期
ま
で
の
宇
喜
多
氏
で
し
ば
し
ば
分
国
運
営
に
関
与
し
て
い
た
一
門
・
宿
老
た
ち
が
、
大
陸
出
兵
が
休
戦
期
を
迎

え
る
頃
か
ら
そ
の
影
を
ひ
そ
め
、
代
わ
っ
て
秀
家
と
彼
の
側
近
に
あ
た
る
新
規
台
頭
の
吏
僚
た
ち
（
先
稿
で
は
特
に
「
直
属
奉
行
人
」

と
呼
称
）
が
分
国
運
営
の
主
体
と
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
秀
家
―
直
属
奉
行
人
と
、
分
国
運
営
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
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た
一
門
・
宿
老
と
の
対
立
が
、
後
の
宇
喜
多
騒
動
に
帰
結
す
る
と
い
う
見
通
し
を
示
し
た
。
こ
れ
ま
で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
、
宇
喜
多

氏
に
お
け
る
権
力
機
構
の
一
端
を
解
明
し
た
点
で
、
先
稿
は
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
で
詳
述
し
え
た

の
は
分
国
運
営
の
中
枢
部
分
に
限
ら
れ
、
当
該
期
の
大
名
権
力
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
軍
事
面
な
ど
に
関
し
て
は
、
十
分
に
検
討
で
き

て
い
な
い
。
本
稿
は
先
稿
の
成
果
を
踏
ま
え
、
宇
喜
多
氏
権
力
の
新
た
な
一
側
面
に
光
を
当
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

本
稿
に
お
け
る
主
要
な
検
討
素
材
と
な
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
宇
喜
多
氏
分
限
帳
」
の
記
述
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
豊
臣
期
宇
喜
多

氏
の
家
中
構
造
を
伝
え
る
も
の
と
さ
れ
、
原
本
は
所
在
不
明
な
が
ら
、
数
多
く
の
写
本
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
写
本
間

に
お
け
る
記
載
内
容
の
異
同
が
多
く
、
史
料
的
価
値
が
未
確
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
積
極
的
な
活
用
を
敬
遠
さ
れ
て
き
た
。

筆
者
は
本
稿
に
先
立
ち
、
こ
れ
ら
宇
喜
多
氏
分
限
帳
写
本
の
比
較
検
討
を
お
こ
な
い
、
現
存
す
る
写
本
の
う
ち
加
越
能
文
庫
に
含
ま
れ

る
「
慶
長
初
年
宇
喜
多
秀
家
士
帳
」（
以
下
、「
士
帳
」
と
略
す
）
が
、
最
も
原
本
の
内
容
・
様
式
を
忠
実
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
と
結

論
づ
け
た
）
（
（

。
本
稿
で
は
こ
の
「
士
帳
」
を
手
が
か
り
に
、
宇
喜
多
氏
家
中
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
分
限
帳
の
成
立
か
ら

宇
喜
多
騒
動
に
至
る
ま
で
、
さ
ら
に
は
宇
喜
多
騒
動
を
経
た
後
の
家
中
構
造
の
変
化
に
注
目
し
つ
つ
、
そ
う
し
た
変
化
が
い
か
な
る
意

義
を
有
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

第
一
章　
「
慶
長
初
年
宇
喜
多
秀
家
士
帳
」
の
基
礎
的
検
討

　

一　

記
載
内
容
の
確
認

ま
ず
は
こ
の
「
士
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を
、
次
の
【
表
１
】
を
み
な
が
ら
確
認
し
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

「
士
帳
」
の
主
要
記
載
事
項
は
、
宇
喜
多
氏
に
所
属
す
る
給
人
の
名
前
、
お
よ
び
知
行
高
の
列
挙
で
あ
る
。
記
さ
れ
た
給
人
の
半
数
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以
上
は
、
有
力
給
人
の
指
揮
下
に
与
力
と
し
て
配
属
さ
れ
て
い
る
。
行
論
の
便
宜
上
、
こ
の
集
団
を
「
組
」、
組
を
率
い
る
有
力
給
人

た
ち
を
「
組
頭
」
と
呼
ん
で
お
こ
う
。
一
部
の
組
に
は
名
前
の
記
さ
れ
た
給
人
の
ほ
か
、
四
〇
人
・
八
〇
〇
石
で
一
括
さ
れ
た
「
鉄
炮

衆
」
が
付
属
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
記
載
の
末
尾
で
は
、
組
頭
と
与
力
給
人
た
ち
の
総
知
行
高
が
集
計
さ
れ
、
さ
ら
に
、
軍

役
の
賦
課
対
象
と
な
ら
な
い
分
国

内
支
城
領
な
ど
の
「
無
役
高
」
を

差
し
引
い
た
数
値
も
算
出
さ
れ
て

い
る
。
当
該
期
の
宇
喜
多
氏
で

は
、
こ
れ
ら
の
組
が
一
個
の
軍
事

集
団
と
し
て
機
能
し
た
も
の
と
想

定
で
き
る
。
他
方
、「
士
帳
」
に

は
い
ず
れ
の
組
に
も
所
属
し
な

い
、
当
主
秀
家
に
直
結
す
る
と
思

わ
れ
る
給
人
も
か
な
り
の
数
み

ら
れ
、
彼
ら
の
一
部
は
「
西
丸

番
衆
」「
御
台
所
衆
」
と
い
っ
た

特
定
の
役
割
ご
と
に
編
成
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
の
給
人
は
仮
に
「
直

【表１】「慶長初年宇喜多秀家士帳」の記載内容
組名 種別 石高 総計

戸川肥後守組 組頭分 25600石 計42460石5斗
与力分（92人） 21610石5斗
鉄炮衆（40人） 800石
無役分 ▲5550石

岡越前守組 組頭分 23330石 計42997石
与力分（132人） 21667石
無役分 ▲2000石

長船吉兵衛尉組 組頭分 24084石 計42122石
与力分（95人） 18038石

明石掃部頭組 組頭分 33110石 計32910石
与力分（1人） 1000石
鉄炮衆（40人） 800石
無役分 ▲2000石

浮田左京亮組 組頭分 24079石1斗 計25829石1斗
与力分（26人） 1950石
鉄炮衆（40人） 800石
無役分 ▲1000石

花房志摩守組 組頭分 14860石 計15590石
与力分（17人） 1230石
無役分 ▲500石

浮田主馬頭組
（旧浮田太郎左衛門尉組）

組頭分 4360石 計5330石
与力分（32人） 1270石
無役分 ▲300石

浮田菅兵衛尉組 組頭分 4000石 計5475石
与力分（17人） 675石
鉄炮衆（40人） 800石

宍甘太郎兵衛尉組
（旧中村次郎兵衛尉組）

組頭分 1210石 計1590石
与力分（8人） 380石

楢村監物組 組頭分 3100石 計4425石
与力分（24人） 825石
鉄炮衆（40人） 800石
無役分 ▲300石

明石久兵衛尉組 組頭分 2000石 計3160石
与力分（13人） 360石
鉄炮衆（40人） 800石

直臣団 給人（166人） 80049石 計82238石
鉄炮衆（40人） 800石

御台所衆 5人 290石
西丸番衆 25人 1099石

御弓鉄炮衆 御鉄炮衆 16隊550人 22000石 計24800石
御弓衆 3隊70人 2800石

注）石高および人数に抹消人名は含んでいない
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臣
団
」
と
呼
ん
で
お
く
こ
と
と
す
る
。
そ
し
て
、「
士
帳
」
末
尾
に
は
「
御
弓
鉄
炮
衆
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
直
臣
団
に
属

す
る
給
人
た
ち
を
物
頭
と
し
、
そ
れ
に
付
属
す
る
形
で
編
成
さ
れ
る
が
、
記
さ
れ
る
情
報
は
各
組
付
属
の
鉄
炮
衆
と
同
じ
く
人
数
と
知

行
高
の
み
で
あ
り
、
個
別
の
名
前
は
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
御
鉄
炮
衆
・
御
弓
衆
と
も
一
人
あ
た
り
の
知
行
高
は
四
〇
石

で
、
各
組
付
属
の
鉄
炮
衆
（
一
人
あ
た
り
二
〇
石
）
の
二
倍
に
あ
た
る
（
6
（

。

さ
て
、
以
上
は
多
く
の
宇
喜
多
氏
分
限
帳
写
本
で
共
通
し
て
み
ら
れ
る
内
容
だ
が
、「
士
帳
」
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
年
次
ご
と
の
加
増
知
行
高
の
注
記
で
あ
る
。
こ
こ
で
参
考
の
た
め
、
分

限
帳
の
筆
頭
に
記
載
さ
れ
た
戸
川
肥
後
守
達
安
の
記
載
様
式
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

一　

戸
川
肥（
達
安
）

後
守　
　
　
　
　
　
　

弐
万
五
千
六
百
石

　
　
　

此
内　

七
千
石　
　
　
　
　

文（
文
禄
）三

御
加
増

　
　
　
　
　
　

千
石　
　
　
　
　
　

慶（
慶
長
）三

御
加
増

　
　
　
　
　
　

五
千
百
石　
　
　
　

慶
三
加
山
内
分

　
　
　
　
　
　

四
千
九
百
七
拾
石　

慶
四
加

こ
の
よ
う
に
、「
内
［
数
字
］
石　
［
年
号
］
加
」
と
い
っ
た
形
式
の
注
記
は
多
数
の
給
人
で
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
注
記
の
内

容
は
現
存
す
る
多
く
の
判
物
・
知
行
目
録
と
一
致
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
注
記
は
分
限
帳
の
原
本
段
階
か
ら
存

在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、「
士
帳
」
に
は
し
ば
し
ば
抹
消
さ
れ
た
人
名
が
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
組
頭
を
務
め
る
宍
甘
太
郎
兵
衛
尉
の
記
載
の
傍
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ら
に
は
、
元
々
こ
の
位
置
に
は
中
村
次
郎
兵
衛
尉
家
正
の
名
前
が
あ
り
、
そ
れ
を
貼
紙
で
抹
消
し
た
上
に
太
郎
兵
衛
尉
の
名
前
が
記
さ

れ
て
い
た
旨
の
注
記
が
み
ら
れ
る
。
同
様
の
書
き
換
え
は
、
や
は
り
組
頭
の
浮
田
主
馬
頭
に
も
み
ら
れ
、
主
馬
頭
は
従
来
記
載
さ
れ
て

い
た
浮
田
太
郎
左
衛
門
尉
と
い
う
人
物
を
抹
消
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
中
村
家
正
・
浮
田
太
郎
左
衛
門
尉
は
い
ず
れ
も
先
出
の
直
属
奉

行
人
に
属
し
、
宇
喜
多
騒
動
に
際
し
て
家
中
を
退
去
し
た
人
物
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
抹
消
は
そ
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

他
に
も
「
士
帳
」
に
は
墨
引
な
ど
に
よ
る
給
人
の
抹
消
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
抹
消
人
名
も
ま
た
、
原
本
情
報
を
筆

写
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
特
筆
す
べ
き
記
載
事
項
と
し
て
、
戸
川
達
安
組
と
浮
田
主
馬
頭
組
の
与
力
給
人
に
記
さ
れ
る
、「
う
た
ニ
入
」

「
御
小
性（
姓
）ニ

入
」
と
い
っ
た
組
替
え
の
痕
跡
を
思
わ
せ
る
注
記
の
存
在
が
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
先
述
の
宇
喜
多
騒
動
の
影
響
に
よ
っ

て
追
記
さ
れ
た
情
報
と
み
ら
れ
る
の
だ
が
、
詳
細
な
説
明
は
次
節
以
降
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

こ
の
よ
う
に
、「
士
帳
」
の
記
載
内
容
は
極
め
て
多
岐
に
わ
た
り
、
宇
喜
多
氏
内
部
の
様
々
な
情
報
を
今
に
伝
え
て
い
る
）
（
（
。
そ
れ
で

は
、「
士
帳
」
を
は
じ
め
と
す
る
各
写
本
が
底
本
と
し
た
宇
喜
多
氏
分
限
帳
の
原
本
は
い
か
に
し
て
成
立
し
、
活
用
さ
れ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

　

二　

分
限
帳
の
成
立
と
そ
の
後
の
改
訂

ま
ず
、
宇
喜
多
氏
分
限
帳
の
原
型
が
い
つ
成
立
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
加
増
知
行
の
注
記
か
ら
推
測
で
き
る
。
注
記
さ
れ
た
年
号

の
上
限
は
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
注
記
は
み
ら
れ
な
い
）
（
（

。
そ
し
て
文
禄
三
年
は
、
宇
喜
多
氏
に
お
け
る
惣
国

検
地
の
実
施
年
に
あ
た
る
。
こ
の
惣
国
検
地
は
、
前
年
ま
で
の
文
禄
出
兵
で
抱
え
た
様
々
な
負
荷
へ
の
対
処
を
目
的
と
し
て
分
国
全
域
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で
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
後
の
宇
喜
多
氏
に
お
け
る
分
国
再
編
の
画
期
と
な
っ
た
一
大
事
業
で
あ
る
。
宇
喜
多
氏
分
限
帳
の
原
型
も
、
文

禄
出
兵
で
疲
弊
し
た
軍
役
動
員
体
制
の
整
備
な
ど
を
目
的
に
、
惣
国
検
地
の
成
果
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
時
に
成
立
し
た
宇
喜
多
氏
分
限
帳
が
、「
士
帳
」
が
筆
写
し
た
底
本
と
同
一
の
も
の
と
は
み
な
し
が
た
い
。
先
掲
の

戸
川
達
安
の
例
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
各
給
人
の
知
行
高
は
そ
れ
ま
で
の
加
増
分
を
内
包
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
文
禄
三

年
成
立
の
分
限
帳
か
ら
、「
士
帳
」
を
含
む
現
存
写
本
が
底
本
と
し
た
分
限
帳
ま
で
の
間
に
は
、
何
度
か
分
限
帳
の
作
り
直
し
が
お
こ

な
わ
れ
、
そ
の
度
に
記
載
情
報
は
更
新
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
現
存
写
本
の
底
本
が
作
成
さ
れ
た
の
は
、
い
つ
頃
の
こ
と
だ

ろ
う
か
。「
士
帳
」
の
記
載
を
見
て
い
く
と
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
加
増
知
行
高
が
総
知
行
高
に
内
包
さ
れ
る
事
例
が
散
見
し
）
（
（
、

少
な
く
と
も
同
年
に
入
っ
て
の
作
成
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
他
方
、
慶
長
五
年
の
正
月
五
日
に
は
、
宇
喜
多
騒
動
の
過
程
で
中

村
家
正
が
対
立
勢
力
に
よ
っ
て
襲
撃
さ
れ
て
い
る
）
（（
（

。
こ
の
事
件
以
降
、
宇
喜
多
騒
動
は
武
力
紛
争
の
様
相
を
呈
し
は
じ
め
、
そ
う
し
た

状
況
下
で
分
限
帳
の
改
訂
が
実
施
さ
れ
る
と
は
考
え
が
た
い
。
つ
ま
り
、
作
成
は
慶
長
五
年
正
月
の
初
旬
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

次
に
、
分
限
帳
活
用
の
終
期
を
検
討
す
る
。
こ
の
点
を
考
え
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
が
、
前
節
で
触
れ
た
戸
川
達
安
組
と
浮

田
主
馬
頭
組
の
与
力
に
付
さ
れ
た
組
替
え
の
注
記
で
あ
る
。
慶
長
五
年
正
月
、
中
村
家
正
の
襲
撃
事
件
の
後
、
襲
撃
に
関
与
し
た
と
思

し
き
戸
川
達
安
・
岡
越
前
守
・
浮
田
左
京
亮
・
花
房
志
摩
守
秀
成
と
い
っ
た
宇
喜
多
氏
の
主
要
な
一
門
・
宿
老
た
ち
は
、
大
坂
の
宇
喜

多
屋
敷
に
武
装
し
て
立
て
籠
も
る
。
主
君
に
反
旗
を
翻
し
た
こ
れ
ら
の
面
々
は
、
最
終
的
に
は
仲
裁
役
の
徳
川
家
康
に
預
け
ら
れ
、
関

東
へ
と
下
向
す
る
。
そ
し
て
、
下
向
し
た
一
門
・
宿
老
の
う
ち
、
岡
越
前
守
・
浮
田
左
京
亮
・
花
房
秀
成
ら
は
、
程
な
く
し
て
秀
家
と

和
解
し
、
宇
喜
多
氏
へ
と
帰
参
し
て
い
る
。
し
か
し
、
戸
川
達
安
は
そ
の
ま
ま
宇
喜
多
氏
か
ら
の
離
脱
を
選
択
す
る
の
で
あ
る
。
恐
ら

く
、
戸
川
達
安
組
の
与
力
給
人
に
注
記
さ
れ
た
新
た
な
配
属
先
は
、
組
頭
の
退
転
に
よ
る
戸
川
組
の
解
体
再
編
を
伝
え
る
も
の
と
思
わ
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れ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
与
力
給
人
の
組
替
え
注
記
が
な
さ
れ
る
浮
田
主
馬
頭
組
は
、
本
来
は
騒
動
で
退
転
し
た
浮
田
太
郎
左
衛
門
尉
の

組
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
節
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
注
記
の
存
在
は
、
戸
川
を
除
く
一
門
・
宿
老
た
ち
が
帰
参
す
る
宇

喜
多
騒
動
の
小
康
期
ま
で
、
こ
の
分
限
帳
が
活
用
さ
れ
続
け
た
証
左
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
宇
喜
多
氏
に
帰
参
し
た
岡
越
前
守
・
浮
田
左
京
亮
・
花
房
秀
成
ら
は
慶
長
五
年
の
六
月
前
後
に
至
り
、
再
度
宇
喜
多
氏
を

退
去
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
彼
ら
の
与
力
給
人
も
戸
川
ら
の
場
合
と
同
じ
く
別
の
組
へ
と
再
編
さ
れ
た
は
ず
だ
が
、
分
限
帳
に
そ
う
し

た
注
記
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
同
年
八
月
に
は
不
破
九
左
衛
門
尉
ら
数
名
の
給
人
に
対
し
て
知
行
の
加
増
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
が
）
（（
（
、
分
限
帳
の
加
増
注
記
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
宇
喜
多
氏
分
限
帳
は
、
会
津
出
兵
か
ら
関
ヶ
原
合
戦
に
至

る
政
治
情
勢
の
急
変
に
連
動
し
た
帰
参
重
臣
た
ち
の
再
退
去
に
よ
り
、
活
用
が
放
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
、
そ
の
後

は
新
た
な
改
訂
版
分
限
帳
の
作
成
が
図
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
実
際
に
完
成
を
み
た
の
か
、
作
成
途
中
で
関
ヶ
原
合
戦

を
迎
え
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
の
検
討
を
ま
と
め
る
と
、
現
存
写
本
の
底
本
と
な
っ
た
宇
喜
多
氏
分
限
帳
は
、
慶
長
五
年
初
頭
段
階
の
家
中
構
造
を
基
礎

と
し
、
宇
喜
多
騒
動
の
経
過
を
含
む
同
年
夏
ご
ろ
ま
で
の
変
動
を
注
記
し
た
簿
冊
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
原
本
段
階

で
の
遺
漏
）
（（
（

、
写
本
過
程
で
の
誤
写
な
ど
）
（（
（

、
留
意
す
べ
き
問
題
も
存
在
し
て
い
る
も
の
の
、
宇
喜
多
氏
権
力
の
構
造
と
そ
の
変
容
を
考
え

る
う
え
で
、
こ
の
分
限
帳
が
重
要
な
分
析
素
材
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
次
章
以
降
で
は
、
分
限
帳
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を
手
が

か
り
と
し
て
、
宇
喜
多
氏
権
力
の
実
態
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
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第
二
章　

文
禄
出
兵
後
に
お
け
る
一
門
・
宿
老
の
役
割

　

一　

惣
国
検
地
の
実
施
と
家
臣
団
編
成
の
整
備

豊
臣
政
権
の
主
導
に
よ
り
、
天
正
二
〇
年
（
一
五
九
二
）
か
ら
翌
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
に
か
け
て
挙
行
さ
れ
た
文
禄
出
兵
は
、

動
員
さ
れ
た
諸
大
名
に
大
き
な
負
荷
を
も
た
ら
し
た
）
（（
（

。
当
主
秀
家
を
は
じ
め
、
一
門
・
宿
老
を
含
む
有
力
家
臣
の
ほ
と
ん
ど
が
渡
海
し

た
宇
喜
多
氏
も
、
も
ち
ろ
ん
例
外
で
は
な
い
。
そ
の
文
禄
出
兵
が
休
戦
を
迎
え
た
翌
年
、
宇
喜
多
氏
分
国
で
実
施
さ
れ
た
の
が
、
先
に

も
触
れ
た
文
禄
三
年
の
惣
国
検
地
で
あ
る
。
文
禄
出
兵
に
よ
っ
て
顕
在
化
し
た
諸
課
題
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
喫
緊
の
問
題
と
考
え
ら

れ
る
の
が
、
財
政
基
盤
の
安
定
化
と
恩
賞
知
行
地
の
捻
出
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
惣
国
検
地
は
従
来
掌
握
が
緩
か
っ
た
給
人
知
行
地
や

寺
社
領
に
も
大
き
く
踏
み
込
ん
で
お
こ
な
わ
れ
た
）
（（
（

。
結
果
と
し
て
、
宇
喜
多
氏
の
蔵
入
地
は
飛
躍
的
な
増
加
を
み
る
の
だ
が
、
惣
国
検

地
を
契
機
と
し
た
給
人
知
行
の
確
定
・
再
配
分
は
、
家
中
統
制
の
進
展
を
う
な
が
す
こ
と
と
な
る
。

そ
の
代
表
例
が
、
惣
国
検
地
後
に
お
け
る
寄
親
―
寄
子
制
の
整
備
で
あ
る
。
惣
国
検
地
の
実
務
が
終
了
し
、
結
果
を
反
映
す
る

知
行
宛
行
も
一
段
落
し
た
文
禄
三
年
一
〇
月
、
宇
喜
多
氏
分
国
で
は
次
の
よ
う
な
定
書
が
発
給
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。

　
　
　
　
　
　
　
　

定

当
知
行
之
事
、
今
迄
普
請
役
等
［　

虫
損　

］
応
貫
目
ニ
給
知
つ
カ
ハ
す
へ
し
、
も
し
主
人
此
奥
を
か
ま
へ
、
当
給
不
遣
者
於
有

之
ハ
、
可
申
上
事
、

一
、
奉
公
人
手
作
分
年
貢
之
事
、
為
其
主
・
寄
親
、
給
帳
を
ハ
相
渡
、
当
務
を
ハ
お
さ
へ
置
、
年
貢
皆
済
次
第
ニ
、
所
務
さ
せ
可
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申
事
、

一
、
年
貢
無
皆
済
間
、
為
主
・
寄
親
、
人
し
ち
を
取
置
、
皆
済
仕
や
ニ
代
官
并
当
給
人
ニ
あ
ひ
尋
、
皆
済
の
給
を
取
、
人
し
ち
可

指
返
候
事
、

右
之
条
々
、
油
断
せ
し
め
ハ
、
於
難
渋
者
、
主
人
・
寄
親
可
為
曲
事
者
也
、

　
　

文
禄
三
年

　
　
　
　

十
月
七
日

発
給
者
の
署
名
を
欠
く
が
、
秀
家
に
よ
る
発
給
文
書
と
み
て
ま
ず
問
題
な
い
だ
ろ
う
。
一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
主
人
あ
る
い

は
寄
親
に
よ
る
、
被
官
・
寄
子
の
統
制
に
関
す
る
法
令
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
被
官
・
寄
子
は
、
武
士
で
あ
り
な
が
ら
在
村
し
て
自
ら
も

耕
作
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
は
村
請
に
よ
る
年
貢
納
付
に
も
関
与
す
る
、
在
地
有
力
者
を
念
頭
に
置
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
法

令
で
は
、
当
該
地
域
で
の
年
貢
収
納
の
完
了
ま
で
、
被
官
・
寄
子
の
手
作
分
年
貢
収
取
の
抑
留
や
人
質
の
徴
収
な
ど
を
指
示
し
、
難
渋

の
者
が
現
れ
た
場
合
は
主
人
・
寄
親
の
「
曲
事
」
と
明
記
し
て
い
る
。
直
接
的
な
主
従
関
係
に
あ
る
主
人
―
被
官
の
関
係
は
と
も

か
く
と
し
て
、
寄
親
―
寄
子
に
も
同
等
の
監
督
責
任
が
求
め
ら
れ
て
い
る
点
に
は
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
法
令
の
眼
目

は
、
文
禄
出
兵
に
よ
っ
て
疲
弊
し
た
村
落
支
配
を
立
て
直
し
、
年
貢
収
納
の
安
定
化
を
目
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
目
的

に
対
応
す
る
た
め
、
本
来
は
軍
事
編
成
に
由
来
す
る
寄
親
―
寄
子
の
関
係
は
、
よ
り
広
範
囲
の
監
督
権
限
を
含
み
こ
む
も
の
へ
と

再
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
宇
喜
多
氏
分
限
帳
に
み
ら
れ
る
「
組
」
は
、
こ
う
し
た
寄
親
―
寄
子
関
係
の
集
積
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
よ
う
。
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実
際
、
組
頭
に
よ
る
所
属
与
力
へ
の
指
揮
権
限
が
、
軍
事
面
に
限
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
次
の
史
料
か
ら
も
確
認
で
き
る
（
（（
（

。

　
　

尚
々
、
従（
戸
川
肥
後
守
達
安
）

富
肥
可
被
申
候
へ
共
、
今
ほ
と
彼
是
被
取
乱
候
間
、
我
等
よ
り
申
事
ニ
候
、
已
上
、

備
中
東
三
須
百
姓
公
役
之
事
、
給
人
衆
あ
ま
た
有
之
付
而
、
百
姓
衆
そ
も
〳
〵
に
て
郷
役
難
成
之
由
候
、
互
之
為
に
て
候
間
、

各
々
談
合
候
て
、
佐
野
新
右
衛
門
方
ニ
可
被
仰
付
候
、
此
上
ニ
何
角
申
者
候
ハ
、
堅
可
被
申
究
候
、
恐
々
謹
言
、

　

文（
文
禄
）五

申　
　
　
　
　
　
　

岡
市
（
市
丞
（

　
　
　

正
月
廿
日　
　
　
　
　

久
雅（
カ
）（

花
押
）

　
　
　

大
（
大
森
藤
左
衛
門
尉
（

藤
左　

ま
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所

宛
所
の
大
森
藤
左
衛
門
尉
は
、
分
限
帳
で
は
戸
川
達
安
組
の
与
力
給
人
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
状
の
内
容
は
、
相
給
地
域
に
お
け
る

百
姓
郷
役
の
賦
課
権
一
元
化
を
通
知
す
る
も
の
だ
が
、
追
書
部
分
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
大
森
に
そ
の
決
定
を
伝
え
る
の
は
本
来
で
あ

れ
ば
組
頭
の
戸
川
達
安
の
責
務
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
際
の
文
書
発
給
者
で
あ
る
岡
市
丞
は
、
戸
川
達
安
組
第
三
位
の
三
一
六
〇

石
を
知
行
し
、
達
安
と
も
親
類
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
）
（（
（
。
恐
ら
く
、
普
段
か
ら
達
安
多
忙
時
な
ど
に
組
頭
の
職
務
を
代
行
す
る
役
割
を

委
ね
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
各
組
の
与
力
給
人
は
組
頭
の
下
に
並
列
で
は
な
く
、
組
頭
を
補
佐
す
る
副
官
的
与
力
が
存
在
し
た

こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
看
取
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
惣
国
検
地
後
の
宇
喜
多
氏
で
は
、
各
組
に
所
属
す
る
与
力
給
人
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
頭
に
監
督
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
点
で
、
組
頭
は
宇
喜
多
氏
権
力
の
維
持
に
不
可
欠
な
存
在
だ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
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中
で
も
他
の
組
頭
を
大
き
く
上
回
る
人
数
の
与
力
給
人
を
従
え
る
岡
・
長
船
・
戸
川
の
宿
老
三
氏
は
、
分
国
運

営
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
た
後
も
）
（（
（

、
宇
喜
多
氏
権
力
の
要
と
し
て
極
め
て
重
要
な
地
位
に
あ
っ
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

　

二　

文
禄
三
年
加
増
知
行
高
の
偏
差

も
う
ひ
と
つ
、
惣
国
検
地
後
の
宇
喜
多
氏
に
お
け
る
重
要
な
政
策
基
調
を
、
分
限
帳
の
記
載
か
ら
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
次
の
【
表
２
】
は
、
分
限
帳
に
注
記
さ
れ
た
加
増
知
行
高
を
集
計
し
、
年
次
別
の
総
加
増
高

と
件
数
、
一
件
あ
た
り
の
平
均
値
を
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
総
加
増
高
で
は
文
禄
三
年
と

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
が
突
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
両
年
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文
禄
出
兵
・
慶
長

出
兵
の
直
後
に
あ
た
り
、
出
兵
の
軍
功
に
伴
う
知
行
宛
行
の
増
加
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
、
総
加
増
高
で
は
伯
仲
す
る
両
年
だ
が
、
そ
の
内
実
に
は
大
き
な
差
異
が
み
ら
れ
る
。
慶
長
三
年

の
場
合
、
加
増
知
行
は
件
数
に
し
て
六
八
件
、
一
件
あ
た
り
の
平
均
値
は
五
四
六
石
と
、
広
範
に
わ
た
っ
て
知

行
が
配
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
文
禄
三
年
の
件
数
は
二
三
件
に
止
ま
り
、
一
件
あ
た
り
の
平
均
値
は

一
七
三
六
石
に
も
達
す
る
。
つ
ま
り
、
文
禄
三
年
に
お
け
る
加
増
は
、
少
数
の
対
象
に
、
ま
と
ま
っ
た
規
模
で

お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
傾
向
を
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
大
規
模
加
増
の
主
要
な
配
当
先
と
さ
れ
た
の
が
、
分
限
帳
で
組
頭
を
務
め
る
宿
老
た
ち
で
あ
る
。

例
え
ば
、
戸
川
達
安
は
そ
れ
ま
で
の
本
知
が
七
五
六
〇
石
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
惣
国
検
地
後
に
は
七
〇
〇
〇

【表２】年次別加増知行高の集計
年次 文禄３年 文禄４年 文禄５年 慶長２年 慶長３年 慶長４年 慶長５年 年次未詳

総加増高 39940石 4225石 12488石 3340石 37180石 13814石 8019石 11470石
加増知行件数 23 38 32 20 68 14 15 6
一件あたり平均 1736石 111石 390石 187石 546石 1005石 534石 ―
注１） 抹消人名についても集計に含め、1石未満は切り捨てた
注２） 中村次郎兵衛尉組を引き継いだ宍甘太郎兵衛尉については、直臣団のうち宍甘太郎左衛門尉と知行高・加増年次

が全く同一であり、同一人物が改名したものと思われるため集計から省いた
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石
も
の
加
増
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
、
長
船
吉
兵
衛
尉
は
本
知
七
六
三
〇
石
に
加
増
七
〇
〇
〇
石
、
花
房
秀
成
は
本
知
六
三

六
〇
石
に
加
増
八
〇
〇
〇
石
、
明
石
掃
部
頭
守
重
は
本
知
一
二
五
〇
〇
石
に
加
増
一
〇
〇
〇
〇
石
と
、
い
ず
れ
も
本
知
高
に
匹
敵
す
る

規
模
の
加
増
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
惣
国
検
地
後
の
宇
喜
多
氏
で
は
、
万
石
規
模
の
知
行
を
有
す
る
大
身
給
人
た
ち
が
、
次
々
と

創
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
一
門
・
宿
老
に
対
す
る
大
規
模
加
増
に
は
、
惣
国
検
地
に
よ
る
机
上
の
打
出
分
が
、
加
増
と
し
て
配
当
さ
れ
た
数
字
が

含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
戸
川
達
安
宛
の
判
物
に
よ
れ
ば
、
加
増
分
の
知
行
地
は
戸
川
氏
の
本
知
で
あ
る

備
前
児
島
だ
け
で
な
く
、
備
中
・
美
作
で
も
宛
行
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
）
（（
（
。
ま
た
、
全
て
を
打
出
分
と
し
て
片
付
け
る
に
は
、
加

増
高
が
大
き
す
ぎ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
別
の
政
策
意
図
が
存
在
す
る
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

筆
者
は
、
こ
の
宿
老
た
ち
を
主
た
る
対
象
と
し
た
文
禄
三
年
の
加
増
知
行
を
、
今
後
予
測
さ
れ
る
軍
役
負
担
へ
の
対
応
力
強
化
を
目

的
と
し
た
、
文
禄
出
兵
の
事
後
処
理
策
の
一
環
と
考
え
る
。
当
時
、
大
陸
出
兵
は
一
応
の
休
戦
状
態
に
あ
る
も
の
の
、
文
禄
三
年
段
階

に
お
け
る
講
和
交
渉
の
先
行
き
は
依
然
不
透
明
で
あ
り
）
（（
（

、
宇
喜
多
氏
と
し
て
は
消
耗
し
た
軍
役
動
員
体
制
を
速
や
か
に
立
て
直
す
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
加
増
対
象
と
さ
れ
た
戸
川
・
長
船
・
花
房
・
明
石
と
い
っ
た
面
々
は
、
天
正
段
階
か
ら
多
く
の
戦
役
に
参

加
し
、
文
禄
出
兵
で
も
活
躍
を
み
せ
た
、
宇
喜
多
氏
軍
事
力
の
中
核
に
あ
た
る
。
秀
家
は
、
惣
国
検
地
に
よ
っ
て
増
大
し
た
蔵
入
地
を

元
手
と
し
、
彼
ら
に
大
規
模
な
加
増
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
そ
の
戦
功
に
対
す
る
恩
賞
に
充
て
る
と
同
時
に
、
よ
り
多
数
の
軍
役
動
員

を
彼
ら
に
期
待
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

惣
国
検
地
後
の
宇
喜
多
氏
に
お
い
て
、
一
門
・
宿
老
た
ち
は
飛
躍
的
な
知
行
加
増
と
引
き
換
え
に
、
多
大
な
軍
役
負
担
の
ノ
ル
マ
を

背
負
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
彼
ら
に
は
組
頭
と
し
て
多
数
の
与
力
給
人
を
平
時
・
軍
事
問
わ
ず
監
督
す
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る
責
務
も
与
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
軍
事
や
家
中
統
制
の
面
に
お
い
て
一
門
・
宿
老
の
地
位
を
強
化
し
、
彼

ら
に
依
存
す
る
形
で
当
面
の
難
局
を
乗
り
切
ろ
う
と
す
る
、
宇
喜
多
氏
権
力
の
方
針
が
看
取
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
の
一
方
、
秀
家
が
宇
喜
多
氏
の
軍
事
力
を
全
く
一
門
・
宿
老
に
依
拠
し
き
っ
て
い
た
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
文
禄
出
兵
後
の
宇
喜
多
氏
権
力
に
お
い
て
は
、
一
門
・
宿
老
の
地
位
強
化
と
は
別
方
向
の
再
編
も
並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
、
分
限
帳
か
ら
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
章
を
改
め
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

第
三
章　

家
中
構
造
の
変
容
と
宇
喜
多
騒
動

　
　

一　

直
臣
団
の
増
強
と
そ
の
目
的

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
文
禄
出
兵
以
降
に
お
け
る
宇
喜
多
氏
で
は
、
当
主
秀
家
の
主
体
的
な
分
国
運
営

が
目
立
ち
始
め
る
。
そ
し
て
、
秀
家
の
意
向
を
実
現
す
る
新
た
な
実
務
層
と
し
て
登
場
し
て
く
る
の
が
、
中

村
家
正
・
浮
田
太
郎
左
衛
門
尉
・
浮
田
菅
兵
衛
尉
宗
勝
・
浮
田
河
内
守
・
浮
田
土
佐
守
と
い
っ
た
面
々
に
よ

り
構
築
さ
れ
る
直
属
奉
行
人
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
惣
国
検
地
の
前
後
に
秀
家
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
分

国
運
営
の
中
核
を
担
う
能
吏
た
ち
と
考
え
ら
れ
る
（
（（
（

。

彼
ら
の
台
頭
ぶ
り
は
、
宇
喜
多
氏
分
限
帳
の
記
載
内
容
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
出
の
中
村

家
正
の
場
合
、
加
増
知
行
の
注
記
に
よ
れ
ば
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
に
一
〇
〇
石
、
同
五
年
に
一
五
〇
石

と
一
〇
〇
〇
石
、
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
に
三
〇
〇
石
、
慶
長
三
年
に
一
〇
〇
〇
石
と
、
五
回
に
わ
た
る

加
増
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
合
計
は
二
五
五
〇
石
に
の
ぼ
り
、
彼
の
総
知
行
高
三
〇
〇
〇
石
の
う
ち
実
に
八

【表３】組所属給人と直臣団給人の加増経験率
種別 加増経験者／全体数（占有率）

組所属 100石以上 33／127（約25.9％）
100石未満 6／350（約 1.7％）

直臣団 100石以上 79／151（約52.3％）
100石未満  6／ 57（約10.5％）

注１） 抹消人名についても集計に含めた
注２） 組所属給人には組頭も含まれる
注３） 同一人物とみられる宍甘太郎兵衛尉＝宍甘太郎左衛門尉は、

組所属として集計した
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割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
例
は
彼
だ
け
で
な
く
、
浮
田
太
郎
左
衛
門
尉
（
知
行
高
五
三
六
〇
石
）
は
、
文
禄
四
年
に
三
〇
〇

石
、
同
五
年
に
二
〇
〇
〇
石
、
慶
長
三
年
に
一
〇
〇
〇
石
、
さ
ら
に
年
次
未
詳
の
「
御
加
増
」
を
加
え
て
計
四
三
〇
〇
石
の
加
増
を
、

ま
た
浮
田
宗
勝
（
知
行
高
四
〇
〇
〇
石
）
は
、
文
禄
三
年
に
一
五
〇
〇
石
、
同
四
年
に
三
二
五
石
、
同
五
年
に
五
七
〇
石
、
慶
長
三
年

に
一
〇
〇
〇
石
と
計
三
三
九
五
石
の
加
増
を
、
そ
れ
ぞ
れ
受
け
て
い
る
。
試
み
に
、
彼
ら
の
受
け
た
加
増
を
総
知
行
高
か
ら
差
し
引

き
、
惣
国
検
地
段
階
に
お
け
る
本
知
高
を
算
定
す
る
と
、
中
村
家
正
が
四
五
〇
石
、
浮
田
太
郎
左
衛
門
尉
が
一
〇
六
〇
石
、
浮
田
宗
勝

が
六
〇
五
石
と
、
中
堅
給
人
の
域
を
出
な
い
の
で
あ
る
。
分
限
帳
に
お
け
る
彼
ら
は
い
ず
れ
も
組
頭
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
組
頭
と

し
て
の
地
位
が
文
禄
三
年
時
点
か
ら
継
続
す
る
も
の
と
は
、
本
知
高
か
ら
み
て
考
え
難
い
。
む
し
ろ
、
加
増
の
蓄
積
に
伴
っ
て
家
中
で

の
地
位
上
昇
を
果
た
し
、
新
規
に
組
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
彼
ら
直
属
奉
行
人
は
、
分
国
運
営
の
担
い

手
と
し
て
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
家
中
編
成
の
上
で
も
重
要
な
立
場
に
引
き
立
て
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
（
（（
（

。

彼
ら
直
属
奉
行
人
は
極
端
な
例
だ
が
、
分
限
帳
の
注
記
を
み
る
限
り
、
い
ず
れ
か
の
組
に
所
属
す
る
与
力
給
人
よ
り
、
秀
家
と
直
結

す
る
直
臣
団
の
給
人
の
方
が
、
加
増
を
受
け
る
割
合
が
高
い
の
は
間
違
い
な
い
。
各
組
所
属
の
給
人
の
場
合
、
組
頭
お
よ
び
そ
れ
に
次

ぐ
数
千
〜
数
百
石
規
模
の
者
に
つ
い
て
は
比
較
的
多
く
の
加
増
が
み
ら
れ
る
が
、
組
の
大
半
に
あ
た
る
一
〇
〇
石
未
満
の
給
人
に
つ
い

て
は
、
ほ
と
ん
ど
加
増
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
直
臣
団
の
給
人
に
は
、
極
め
て
広
範
か
つ
頻
繁
な
加
増
が
お
こ
な

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
差
は
【
表
３
】
を
み
れ
ば
一
目
瞭
然
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
ら
直
臣
団
に
属
す
る
給
人
の
中
に
は
、
伊
勢
出
身
で
豊
臣
期
に
宇
喜
多
氏
に
仕
え
、
関
ヶ
原
合
戦
後
も
逃
亡
す
る
秀
家
に
随
身

し
た
進
藤
三
左
衛
門
尉
や
（
（（
（
、
同
じ
く
関
ヶ
原
合
戦
後
の
秀
家
を
救
出
し
、
島
津
氏
へ
の
亡
命
を
手
引
き
し
た
難
波
助
右
衛
門
尉
な
ど
）
（（
（
、

秀
家
の
側
近
と
い
え
る
人
物
が
多
数
確
認
で
き
る
。
直
臣
団
全
て
が
秀
家
に
近
侍
す
る
存
在
で
あ
っ
た
か
は
留
保
が
必
要
と
し
て
も
、
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秀
家
と
関
わ
り
の
深
い
人
物
を
多
く
含
む
こ
と
が
、
全
体
的
な
加
増
の
多
さ
と
し
て
表
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
だ
ろ
う
。
ち
な
み

に
、
直
属
奉
行
人
と
し
て
活
動
す
る
浮
田
河
内
守
・
土
佐
守
は
、
こ
の
直
臣
団
に
所
属
し
て
い
る
）
（（
（

。
と
す
れ
ば
、
彼
ら
と
同
じ
直
属
奉

行
人
で
あ
る
中
村
家
正
ら
も
、
組
頭
と
な
る
以
前
は
直
臣
団
の
構
成
員
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
つ
ま
り
直
属
奉
行
人
は
、
直
臣
団

の
中
か
ら
分
国
運
営
の
担
い
手
と
な
り
う
る
能
力
を
有
す
る
者
を
、
選
抜
し
て
編
成
し
た
集
団
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

文
禄
出
兵
後
の
宇
喜
多
氏
で
は
、
相
次
ぐ
加
増
に
よ
っ
て
直
属
奉
行
人
を
組
頭
へ
と
取
り
立
て
、
ま
た
当
主
側
近
を
多
く
含
む
直
臣

団
を
強
化
し
て
い
く
と
い
う
家
中
編
成
の
方
向
性
が
み
て
と
れ
る
。
そ
の
目
的
は
、
秀
家
が
自
由
に
差
配
で
き
る
軍
事
力
の
増
強
を
模

索
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
直
属
奉
行
人
の
中
村
家
正
が
、
同
時
に
三
九
人
・
知
行
一
五
六
〇
石
の
御
鉄
炮
衆
を
指
揮
す
る
「
御
鉄
炮

頭
」
と
し
て
の
立
場
を
も
与
え
ら
れ
て
い
た
の
は
、
そ
う
し
た
志
向
性
の
端
的
な
表
出
と
い
え
よ
う
）
（（
（
。
た
だ
し
、
こ
の
事
を
も
っ
て
秀

家
―
直
属
奉
行
人
に
よ
る
一
門
・
宿
老
の
排
斥
に
議
論
を
帰
着
さ
せ
る
の
は
早
計
に
過
ぎ
る
。
分
限
帳
を
み
る
限
り
、
一
門
・
宿

老
に
対
し
て
の
加
増
は
慶
長
年
間
に
入
っ
て
か
ら
も
減
少
し
て
お
ら
ず
、
依
然
と
し
て
秀
家
は
彼
ら
に
軍
役
主
体
と
し
て
の
役
割
を
期

待
し
続
け
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
）
（（
（
。
む
し
ろ
、
一
門
・
宿
老
を
中
心
と
し
た
軍
事
力
の
維
持
を
前
提
と
し
た
上
で
、
彼
ら
へ
の
依

存
傾
向
に
一
定
の
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
こ
そ
が
、
新
規
組
頭
創
出
や
直
臣
団
強
化
の
意
図
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

二　

宇
喜
多
騒
動
後
の
家
中
再
編

慶
長
四
年
ご
ろ
か
ら
、
宇
喜
多
氏
内
部
で
は
秀
家
―
直
属
奉
行
人
と
一
門
・
宿
老
と
の
間
で
、
分
国
運
営
の
方
向
性
を
め
ぐ
る

対
立
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
両
勢
力
の
対
立
は
慶
長
五
年
初
頭
、
直
属
奉
行
人
と
し
て
秀
家
に
近
侍
す
る
中
村
家

正
の
襲
撃
事
件
を
契
機
に
、
一
気
に
緊
迫
化
す
る
。
戸
川
達
安
ら
一
門
・
宿
老
の
主
要
な
面
々
が
大
坂
の
宇
喜
多
屋
敷
に
武
装
し
て
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立
て
籠
も
り
、
公
然
と
秀
家
に
反
旗
を
翻
す
の
で
あ
る
。
結
局
、
こ
の
事
態
は
徳
川

家
康
が
仲
裁
に
入
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
立
て
籠
も
っ
た
者
た
ち
を
家
康
預
か
り
と
し

て
一
時
関
東
に
下
向
さ
せ
る
こ
と
で
、
よ
う
や
く
沈
静
化
に
向
か
い
始
め
る
。
そ
の

後
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
戸
川
達
安
ら
一
部
の
者
た
ち
は
そ
の
ま
ま
宇
喜
多
氏
を
離

脱
、
残
り
の
者
た
ち
は
宇
喜
多
氏
へ
の
復
帰
を
選
ぶ
こ
と
と
な
る
。
以
上
が
、
先
行

研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
さ
れ
た
宇
喜
多
騒
動
の
経
緯
で
あ
る
（
（（
（

。

さ
て
、
こ
の
事
件
を
経
た
の
ち
、
宇
喜
多
氏
の
内
部
構
造
は
い
か
な
る
変
化
を
み

せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
、
分
限
帳
の
記
載
事
項
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。
第
一

章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
宇
喜
多
氏
分
限
帳
に
は
騒
動
の
過
程
で
組
頭
が
退
去
し
た
戸

川
達
安
組
と
浮
田
主
馬
頭
組
（
旧
浮
田
太
郎
左
衛
門
尉
組
）
の
与
力
給
人
た
ち
に
、

新
た
な
配
属
先
を
示
す
と
思
わ
れ
る
注
記
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
注
記
を
配
属
先
ご
と

に
集
計
し
た
結
果
が
、
次
の
【
表
４
】
で
あ
る
。
ま
ず
は
戸
川
達
安
組
の
与
力
給
人

た
ち
か
ら
み
て
い
こ
う
。
新
た
な
配
属
先
の
う
ち
、
最
も
多
数
を
占
め
る
の
は
「
御

小
性（
姓
）」、
つ
ま
り
直
臣
団
へ
の
編
入
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
配
属
先
と
し
て
は
一
色

雅
楽
助
（
知
行
高
二
〇
〇
〇
石
）、
岡
本
権
丞
（
知
行
高
三
二
六
五
石
）、
津
島
七
右

衛
門
尉
（
知
行
五
二
〇
石
）、
今
田
長
右
衛
門
尉
（
知
行
四
〇
〇
石
）
と
い
っ
た
名

前
が
み
ら
れ
る
。
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
直
臣
団
の
中
に
名
前
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

【表４】分限帳の注記にみる与力給人の新たな配属先
戸川達安組

新配属先 人数 注記上の表記 組頭就任以前の所属と知行高
直臣団 19名 御小性 ― ―
今田長右衛門尉 16名 今長 直臣団 400石
一色雅楽助 11名 うた 直臣団 1000石

（浮田土佐守ヵ） 10名 土佐 （直臣団） （200石）
津島七右衛門尉 10名 津七 直臣団 520石
浮田弥八郎 8名 宇弥八・う弥・宇弥 直臣団 500石
岡本権丞 6名 岡権 直臣団 3265石
浮田喜八 3名 喜八・う喜八 戸川達安組 1320石
注記なし（達安と同時に退去ヵ） 3名 ― ― ―
退転 2名 ちくてん・知行無之 ― ―
その他 4名 ― ― ―

浮田主馬頭組（旧浮田太郎左衛門尉組）
新配属先 人数 注記上の表記 組頭就任以前の所属と知行高

浮田主馬頭 20名 主馬・主 不明 4360石
浮田河内守 11名 河州 直臣団 4500石
退転 4名 被召上 ― ―
注記なし 1名 ― ― ―



44

き
、
新
規
に
創
出
さ
れ
た
組
頭
た
ち
と
考
え
ら
れ
よ
う
）
（（
（
。
そ
し
て
興
味
深
い
こ
と
に
、
戸
川
達
安
組
の
与
力
給
人
で
、
分
限
帳
に
み
え

る
既
存
の
組
へ
と
配
属
さ
れ
た
者
は
、
一
人
と
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
岡
越
前
守
や
花
房
秀
成
と
い
っ
た
帰
参
直
後
の
組

頭
が
配
属
対
象
と
さ
れ
な
い
の
は
当
然
だ
が
、
例
え
ば
宇
喜
多
騒
動
に
際
し
て
秀
家
側
に
与
し
た
宿
老
の
長
船
吉
兵
衛
尉
組
や
、
秀
家

側
近
の
直
属
奉
行
人
で
あ
る
浮
田
宗
勝
組
に
も
配
属
は
み
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
旧
戸
川
達
安
組
の
再
配
分
は
、
直
臣
団
の
増
強
と
、

小
規
模
な
組
の
多
数
創
出
と
い
う
明
確
な
方
針
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
浮
田
主
馬
頭
組
（
旧
浮
田
太
郎
左
衛
門
尉
組
）
の
場
合
、
ま
ず
目
を
ひ
く
の
は
与
力
給
人
の
う
ち
知
行
高
上
位
の
四
名
が

「
被
召
上
」
と
い
う
注
記
と
と
も
に
抹
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
）
（（
（
。
そ
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
あ
る
い
は
宇
喜
多
騒
動
の
過
程
に
お

け
る
太
郎
左
衛
門
尉
の
退
去
に
は
何
ら
か
の
悶
着
が
付
随
し
て
お
り
、
彼
ら
四
名
が
そ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
た
可
能
性
も
指
摘
し
う
る
。

従
来
、
一
門
・
宿
老
た
ち
の
反
抗
・
退
去
が
注
目
さ
れ
る
宇
喜
多
騒
動
だ
が
、
中
村
家
正
・
浮
田
太
郎
左
衛
門
尉
の
退
去
を
は
じ
め
、

秀
家
―
直
属
奉
行
人
の
側
に
生
じ
た
変
化
に
も
注
意
を
払
う
べ
き
だ
ろ
う
。

さ
て
、
浮
田
太
郎
左
衛
門
尉
に
属
し
て
い
た
与
力
給
人
た
ち
は
、
浮
田
主
馬
頭
（
知
行
高
四
三
六
〇
石
）
組
と
、
浮
田
河
内
守
（
知

行
高
四
五
〇
〇
石
）
組
に
分
割
し
て
配
属
さ
れ
て
い
る
。
既
に
何
度
か
触
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
浮
田
河
内
守
は
浮
田
太
郎
左
衛
門
尉
と

同
じ
直
属
奉
行
人
と
し
て
分
国
運
営
に
携
わ
っ
て
き
た
秀
家
側
近
の
一
人
で
あ
る
。
浮
田
主
馬
頭
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
分
限
帳
に

名
前
が
み
ら
れ
な
い
人
物
だ
が
、
非
縁
戚
と
み
ら
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
浮
田
名
字
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
彼
も
秀
家
に
近
侍
す
る
人
物

と
想
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
）
（（
（

。
戸
川
達
安
組
が
多
数
の
組
へ
と
解
体
さ
れ
た
の
に
対
し
、
浮
田
太
郎
左
衛
門
尉
組
が
ほ
ぼ
原
形
を
と
ど
め

る
形
で
、
彼
と
立
場
が
近
い
組
頭
二
名
に
相
続
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
組
が
軍
事
以
外
に
も
何
ら
か
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
た
め
だ

ろ
う
か
。
今
後
の
検
討
課
題
と
い
え
る
。
な
お
、
同
じ
く
宇
喜
多
騒
動
で
退
去
し
た
中
村
家
正
の
組
が
、
宍
甘
太
郎
兵
衛
尉
へ
の
単
純
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な
組
頭
交
代
で
処
理
さ
れ
る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
で
組
の
分
割
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
は
、
両
組
の
与
力
給
人
の
多
寡
に
よ
る
も

の
だ
ろ
う
。
元
の
組
頭
が
一
門
・
宿
老
で
あ
れ
、
秀
家
側
近
で
あ
れ
、
組
の
構
成
を
小
規
模
化
す
る
方
針
は
貫
徹
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。こ

れ
ら
の
動
向
か
ら
、
宇
喜
多
騒
動
後
に
お
け
る
家
中
再
編
の
方
向
性
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
秀
家
は
、
宇
喜
多
氏
を
退
去
し
た
戸

川
達
安
組
の
与
力
給
人
を
多
く
直
臣
団
へ
と
取
り
込
み
、
そ
の
拡
充
を
図
る
。
そ
の
一
方
で
、
旧
来
の
直
臣
団
か
ら
は
新
た
な
組
頭
の

選
出
を
お
こ
な
い
、
二
〇
名
以
下
の
与
力
給
人
で
構
成
さ
れ
る
ご
く
小
規
模
な
組
を
多
数
創
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
宇
喜
多
騒
動
を
経

て
、
多
数
の
与
力
給
人
の
監
督
を
少
数
の
組
頭
に
任
せ
る
危
険
性
を
実
感
し
、
そ
の
軽
減
を
目
指
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宇
喜
多
騒

動
は
、
宿
老
の
戸
川
達
安
、
直
属
奉
行
人
の
中
村
家
正
・
浮
田
太
郎
左
衛
門
尉
の
退
転
を
も
た
ら
し
、
宇
喜
多
氏
権
力
に
大
き
な
動
揺

を
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
の
退
転
は
宇
喜
多
氏
に
お
け
る
家
中
再
編
の
画
期
と
な
り
、
結
果
と
し
て
当
主
秀
家

へ
の
集
権
が
進
展
し
た
こ
と
を
、
分
限
帳
の
注
記
は
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
時
点
の
宇
喜
多
氏
に
は
、
帰
参
し
た
一
門
・
宿
老
を
取
り

込
み
つ
つ
、
秀
家
の
も
と
に
一
元
化
さ
れ
た
大
名
権
力
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
く
可
能
性
が
、
確
か
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

宇
喜
多
騒
動
を
契
機
と
し
た
権
力
再
編
を
経
て
、
再
出
発
を
果
た
し
た
宇
喜
多
氏
だ
が
、
次
第
に
不
穏
さ
を
増
す
中
央
政
局
の
混
迷

は
、
一
度
沈
静
化
し
た
家
中
不
和
を
再
燃
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
六
月
の
会
津
出
兵
前
後
、
岡
越
前
守
・
花

房
秀
成
は
秀
家
と
の
「
隔
心
」
を
理
由
に
、
再
び
宇
喜
多
氏
を
退
去
し
、
大
和
郡
山
の
増
田
長
盛
の
も
と
に
蟄
居
し
た
と
さ
れ
る
）
（（
（
。
そ

し
て
同
年
七
月
、
秀
家
が
石
田
三
成
ら
に
与
し
て
反
家
康
の
立
場
を
鮮
明
に
し
た
こ
と
で
、
秀
家
の
名
代
と
し
て
会
津
出
兵
に
従
軍
し
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て
い
た
浮
田
左
京
亮
と
も
袂
を
分
か
つ
こ
と
と
な
る
）
（（
（
。
戸
川
達
安
ら
の
退
去
時
に
実
施
さ
れ
た
家
中
の
再
編
は
大
幅
な
見
直
し
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
分
限
帳
の
活
用
も
こ
の
頃
ま
で
に
途
絶
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
に
お
け
る
宇
喜
多
氏
の
家
中
構
造
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
た
か
、
分
限
帳
の
記
述
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
上
方
で
新
規
の
人
材
登
用
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
、
直
臣
団
の
給
人
を
中
心
に
分
国
内
諸
支
城
へ
の
在
番
配
備
が
な
さ
れ
た
こ
と

な
ど
が
、
断
片
的
な
情
報
と
し
て
伝
わ
る
の
み
で
あ
る
）
（（
（
。
た
だ
、
関
ヶ
原
合
戦
に
際
し
て
の
宇
喜
多
氏
が
、
大
陸
出
兵
時
の
軍
役
基
準

を
大
き
く
上
回
る
公
称
一
八
〇
〇
〇
人
の
動
員
を
お
こ
な
っ
て
い
る
点
か
ら
み
て
も
）
（（
（
、
軍
役
動
員
体
制
な
ど
、
分
国
の
秩
序
は
維
持
さ

れ
て
い
た
ら
し
い
。
秀
家
が
進
め
て
き
た
分
国
運
営
・
軍
事
編
成
の
集
権
化
は
、
反
家
康
を
掲
げ
る
秀
家
の
も
と
に
宇
喜
多
氏
を
一
本

化
し
、
同
氏
が
関
ヶ
原
合
戦
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
結
果
し
た
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
中
心
的
立
場
こ
そ

が
、
戦
後
に
お
け
る
宇
喜
多
氏
の
改
易
を
決
定
づ
け
る
こ
と
と
な
る
の
は
、
皮
肉
な
話
と
い
え
る
が
。

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
宇
喜
多
騒
動
は
長
ら
く
宇
喜
多
氏
権
力
の
「
崩
壊
」
過
程
と
み
な
さ
れ
、
否
定
的
な
評
価
が
与
え
ら
れ
て

き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
光
成
準
治
氏
は
著
書
の
中
で
宇
喜
多
騒
動
を
取
り
上
げ
、
騒
動
の
背
景
に
あ
る
秀
家
の
専
制
化
志
向
を
指
摘
す

る
。
そ
し
て
、
秀
家
は
家
中
か
ら
抵
抗
勢
力
を
一
掃
し
て
自
ら
の
専
制
体
制
を
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
、
宇
喜
多
騒
動
を
利
用
し
て

反
秀
家
の
姿
勢
を
と
る
宿
老
ら
を
厳
罰
に
処
す
こ
と
を
画
策
す
る
が
、
徳
川
家
康
の
介
入
に
よ
っ
て
岡
越
前
守
ら
の
帰
参
を
受
け
入
れ

ざ
る
を
得
ず
、
結
局
目
的
を
貫
徹
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
、
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
く
（
（（
（

。

光
成
氏
の
見
解
は
、
分
国
運
営
の
主
導
権
争
い
を
論
の
基
軸
と
す
る
あ
ま
り
、
軍
事
面
な
ど
で
の
一
門
・
宿
老
の
役
割
を
過
小
評
価

し
て
い
る
点
で
疑
問
を
覚
え
る
。
本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
宇
喜
多
氏
の
中
核
的
な
軍
役
主
体
と
し
て
、
ま
た
多
く
の
与
力
給
人
の

監
督
者
と
し
て
機
能
し
続
け
る
彼
ら
の
即
時
一
掃
を
、
果
た
し
て
秀
家
が
意
図
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
戸
川
を
除
く
面
々
の
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帰
参
は
、
体
面
の
問
題
は
さ
て
置
き
、
分
国
体
制
の
混
乱
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
と
い
う
意
味
で
、
秀
家
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い
結
果

で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
宇
喜
多
騒
動
を
自
動
的
に
破
滅
の
序
曲
と
位
置
づ
け
な
い
光
成
氏
の
視
点
そ
の
も
の
は
評
価
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
騒
動

後
の
宇
喜
多
氏
家
中
に
お
い
て
、
秀
家
へ
の
集
権
傾
向
が
一
層
進
展
し
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
分
限
帳
の
情
報
を
み
る
限
り
否
定
で

き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
宇
喜
多
騒
動
が
集
権
体
制
構
築
の
た
め
引
き
起
こ
さ
れ
た
、
も
し
く
は
積
極
的
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
を

意
味
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
結
果
と
し
て
そ
う
な
っ
た
に
過
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
偶
発
的
な
事
件
を
契
機
に
家
中
の
再
編
が

促
さ
れ
、
結
果
と
し
て
大
名
権
力
の
一
元
化
が
進
展
す
る
と
い
う
流
れ
は
、
近
世
初
期
の
御
家
騒
動
に
お
い
て
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ

る
構
図
で
あ
る
）
（（
（
。
す
な
わ
ち
、
宇
喜
多
騒
動
を
大
名
権
力
の
「
崩
壊
」
と
い
う
特
殊
な
現
象
と
み
な
す
理
由
は
な
い
。
後
に
様
々
な
大

名
権
力
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
権
力
内
部
の
相
克
を
超
え
て
一
元
的
大
名
権
力
の
構
築
に
至
る
「
変
革
」
の
一
階
梯
と
し
て
捉
え
る
視

点
こ
そ
、
必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
宇
喜
多
氏
分
限
帳
と
い
う
素
材
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
不
明
瞭
な
部
分
が
多
か
っ
た
宇
喜
多
氏
の
内
部
構
造
と
そ
の
変

化
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
た
。
し
か
し
、
宇
喜
多
氏
分
限
帳
の
分
析
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
記
載
事
項
に
は
未
だ
解

釈
を
保
留
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
部
分
も
多
々
存
在
し
て
い
る
。
今
後
、
本
稿
が
叩
き
台
と
な
り
、
宇
喜
多
氏
分
限
帳
、
ひ
い
て
は
宇

喜
多
氏
権
力
そ
の
も
の
の
評
価
を
め
ぐ
る
議
論
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
、
ひ
と
ま
ず
稿
を
結
び
た
い
。
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注（
１
） 

こ
れ
ら
の
理
由
が
通
説
化
し
た
背
景
に
は
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
成
立
し
た
「
備
前
軍
記
」（『
吉
備
群
書
集
成
』
三
、
吉
備
群
書
集

成
刊
行
会
）
の
影
響
が
大
き
い
。
た
だ
し
、「
備
前
軍
記
」
は
宇
喜
多
騒
動
に
よ
り
家
中
を
退
去
し
た
宿
老
戸
川
氏
の
家
伝
を
主
要
な
参
照
元

と
す
る
関
係
上
、
秀
家
の
不
行
跡
を
強
調
す
る
傾
向
に
あ
る
。
同
書
が
語
る
宇
喜
多
騒
動
の
原
因
に
つ
い
て
も
、
近
年
の
研
究
で
そ
の
誇
張

性
・
歪
曲
性
が
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
大
西
泰
正
「
宇
喜
多
騒
動
の
経
緯
」、
同
『
豊
臣
期
の
宇
喜
多
氏
と
宇
喜
多
秀
家
』
第
二
部
第
一

章
、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
〇
、
初
出
二
〇
〇
六
）。

（
２
） 

し
ら
が
康
義
「
戦
国
豊
臣
期
大
名
宇
喜
多
氏
の
成
立
と
崩
壊
」（『
岡
山
県
史
研
究
』
六
、
一
九
八
四
）。

（
３
） 

豊
臣
政
権
の
後
援
に
つ
い
て
は
久
保
健
一
郎
「「
境
目
」
の
領
主
と
「
公
儀
」」（
岡
山
藩
研
究
会
編
『
藩
世
界
の
意
識
と
関
係
』
岩
田
書
院
、

二
〇
〇
〇
）、
際
限
な
き
軍
役
論
は
寺
尾
克
成
「
宇
喜
多
氏
検
地
の
再
検
討
」（
米
原
正
義
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
戦
国
織
豊
期

の
政
治
と
文
化
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
三
）
の
中
で
論
及
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
西
氏
の
研
究
は
し
ら
が
説
を
継
承
し
つ
つ
新

知
見
を
取
り
入
れ
て
再
構
築
を
は
か
る
も
の
で
、
著
書
（
前
掲
注
（
１
）
大
西
著
書
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
４
） 

拙
稿
「
豊
臣
期
大
名
権
力
の
変
革
過
程
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
二
五
、
二
〇
一
一
）。

（
５
） 

拙
稿
「
宇
喜
多
氏
分
限
帳
の
分
析
試
論
」（『
史
敏
』
九
、
二
〇
一
一
）。
こ
の
「
士
帳
」
を
含
む
加
越
能
文
庫
は
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館

近
世
史
料
館
所
蔵
。
な
お
、
本
稿
で
特
に
こ
と
わ
ら
ず
宇
喜
多
氏
分
限
帳
の
記
述
を
参
照
す
る
場
合
、「
士
帳
」
の
記
載
内
容
に
基
づ
い
て
い

る
。

（
６
） 

直
臣
団
の
御
鉄
炮
衆
の
う
ち
、
河
田（
内
）七
郎
右
衛
門
が
物
頭
を
務
め
る
集
団
は
三
〇
人
・
一
五
二
〇
石
、
不
破
九
左
衛
門
尉
が
物
頭
を
務
め
る

集
団
は
三
八
人
・
一
二
〇
〇
石
と
、
一
人
あ
た
り
の
知
行
高
が
他
と
異
な
る
が
、
こ
れ
ら
両
集
団
の
人
数
を
入
れ
か
え
る
と
他
と
同
じ
一
人

あ
た
り
四
〇
石
と
な
る
た
め
、
記
載
時
の
錯
誤
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
各
組
付
属
と
直
属
で
鉄
炮
衆
の
知
行
高
が
異
な
る
の
は
実
際
の
待

遇
の
差
異
で
は
な
く
、
組
付
属
鉄
炮
衆
の
雇
用
に
あ
た
っ
て
は
各
組
に
お
い
て
知
行
半
分
の
自
弁
が
求
め
ら
れ
た
た
め
だ
ろ
う
。

（
７
） 

こ
こ
で
紹
介
し
た
「
士
帳
」
の
注
記
を
含
む
、
宇
喜
多
氏
分
限
帳
各
写
本
の
記
載
情
報
の
信
憑
性
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
５
）
拙
稿
に
お

い
て
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
い
る
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
８
） 

た
だ
一
件
、
直
臣
団
の
松
原
久
右
衛
門
尉
に
み
ら
れ
る
「
文
（
文
禄
）二
」
の
注
記
は
、
記
載
位
置
か
ら
「
慶
（
慶
長
）二
」
の
誤
記
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
９
） 

例
え
ば
、
浮
田
左
京
亮
の
記
載
に
は
「
弐
万
四
千
七
拾
九
石
壱
斗
／
此
内　

千
石
無
役
／
五
百
石　

慶
三
加
／
五
千
九
百
拾
九
石
壱
斗　

慶

五
加
」
と
あ
る
。「
壱
斗
」
と
い
う
端
数
の
一
致
か
ら
み
て
、
慶
長
五
年
の
加
増
高
が
総
知
行
高
に
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な

い
だ
ろ
う
。

（
（0
） 『
鹿
苑
日
録
』
慶
長
五
年
正
月
八
日
条
。
な
お
中
村
は
、
こ
の
事
件
後
に
秀
家
室
の
実
家
に
あ
た
る
加
賀
前
田
氏
に
仕
官
し
て
お
り
、
こ
こ

で
殺
害
と
伝
え
ら
れ
る
の
は
誤
報
で
あ
る
。

（
（（
） 

慶
長
五
年
八
月
四
日
長
原
菅
作
宛
宇
喜
多
秀
家
判
物
（
岡
山
県
地
方
史
研
究
連
絡
協
議
会
刊
『
黄
薇
古
簡
集
』
一
八
七
頁
―
長
原
村
長

原
元
古
所
蔵
）、
慶
長
五
年
八
月
四
日
納
所
小
兵
衛
宛
宇
喜
多
秀
家
判
物
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
「
塚
本
文
書
」）、
慶
長
五
年
八
月

四
日
不
破
九
左
衛
門
尉
宛
宇
喜
多
秀
家
判
物
（『
山
内
家
資
料　

第
二
代
忠
義
公
記
』
一　

三
二
八
頁
―
不
破
氏
古
文
書
）。

（
（（
） 

例
え
ば
美
作
を
拠
点
と
す
る
旧
国
人
の
沼
元
氏
な
ど
、
当
該
期
宇
喜
多
氏
で
活
動
が
確
認
で
き
な
が
ら
、
分
限
帳
に
登
場
し
な
い
者
が
明
ら

か
に
存
在
し
て
お
り
、
分
限
帳
の
記
載
事
項
が
宇
喜
多
氏
権
力
の
全
容
と
い
え
る
か
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
記
載
さ
れ

た
知
行
高
の
総
計
か
ら
考
え
て
、
宇
喜
多
氏
権
力
の
主
要
部
分
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
（（
） 「
士
帳
」
で
は
原
本
に
忠
実
な
筆
記
が
心
掛
け
ら
れ
て
い
る
が
、
筆
記
者
（
加
賀
藩
士
今
枝
氏
か
）
に
宇
喜
多
氏
や
備
作
地
域
の
知
識
は
乏

し
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
た
め
、
備
前
の
地
名
に
由
来
す
る
名
字
「
宍
甘
」
を
「
完
耳
」
と
す
る
な
ど
、
多
く
の
誤
記
が
み
ら
れ
る
。

（
（（
） 

中
野
等
「
豊
臣
政
権
と
島
津
領
国
」（
同
『
豊
臣
政
権
の
対
外
侵
略
と
太
閤
検
地
』
第
三
編
第
二
章
、
校
倉
書
房
、
一
九
九
九
）、
平
井
上
総

「
豊
臣
期
長
宗
我
部
氏
の
給
人
統
制
」（
同
『
長
宗
我
部
氏
の
検
地
と
権
力
構
造
』
第
二
部
第
九
章
、
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
八
）
な
ど
。

（
（（
） 

拙
稿
「
豊
臣
期
宇
喜
多
氏
に
お
け
る
文
禄
四
年
寺
社
領
寄
進
の
基
礎
的
考
察
」（『
年
報
赤
松
氏
研
究
』
二
、
二
〇
〇
九
）、
お
よ
び
前
掲
注

（
４
）
拙
稿
。

（
（（
） 

文
禄
三
年
一
〇
月
七
日
某
定
書
案
（『
岡
山
県
史
』
二
〇　

家
わ
け
史
料　

三
五
頁
―
備
前
難
波
家
文
書
）。

（
（（
） 

文
禄
五
年
正
月
二
〇
日
岡
市
丞
書
状
（
藤
井
駿
・
水
野
恭
一
郎
編
『
岡
山
県
古
文
書
集
』
第
三
輯　

二
六
九
頁
―
備
中
佐
野
家
文
書
）。

（
（（
） 「
戸
川
記
」（『
改
訂
史
籍
集
覧
』
第
二
五
冊　

新
加
別
記
類
）。
同
書
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
市
丞
は
戸
川
達
安
の
義
理
の
叔
父
に
あ
た
る
。

（
（（
） 

前
掲
注
（
４
）
拙
稿
。

（
（0
） 

文
禄
三
年
九
月
一
六
日
宇
喜
多
秀
家
判
物
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
「
秋
元
興
朝
氏
所
蔵
文
書
」）。
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（
（（
） 

文
禄
三
年
正
月
の
段
階
で
、
秀
吉
は
朝
鮮
半
島
に
在
番
す
る
立
花
宗
茂
に
対
し
、
明
国
の
講
和
意
思
に
対
す
る
疑
念
を
述
べ
、
防
備
体
制
の

督
励
と
、
翌
年
四
月
に
予
定
さ
れ
る
関
白
秀
次
の
出
陣
計
画
を
通
達
し
て
い
る
（（
文
禄
三
年
）
正
月
一
六
日
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
、
御
花
史
料

館
所
蔵
「
立
花
家
文
書
」）。

（
（（
） 
前
掲
注
（
４
）
拙
稿
。

（
（（
） 
た
だ
し
、
直
属
奉
行
人
の
全
て
が
中
村
家
正
ら
の
よ
う
に
相
次
ぐ
加
増
を
お
こ
な
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
浮
田
河
内
守
・
浮
田
土
佐
守

（
分
限
帳
で
は
「
内
蔵
丞
」
と
し
て
記
載
）
は
、
慶
長
五
年
の
宇
喜
多
騒
動
に
至
る
ま
で
直
臣
団
所
属
の
一
給
人
で
あ
り
、
加
増
注
記
も
確
認

で
き
な
い
。
直
属
奉
行
人
内
で
こ
う
し
た
差
異
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

（
（（
） 「
寛
永
諸
家
系
図
伝
」
進
藤
氏
の
項
、
お
よ
び
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
「
古
文
書
十
八
通
」。

（
（（
） 

元
禄
三
年
九
月
難
波
経
之
旧
記
（
旧
版
『
岡
山
市
史
』
一
六
一
九
頁
―
第
六
六
章
）。
な
お
、
難
波
助
右
衛
門
尉
は
分
限
帳
で
は
難
波
宗

太
郎
の
名
で
登
場
す
る
。

（
（（
） 

分
限
帳
で
の
知
行
高
は
浮
田
河
内
守
が
四
五
〇
〇
石
、
浮
田
内
蔵
丞
（
土
佐
守
）
が
二
〇
〇
石
で
あ
る
。

（
（（
） 

組
頭
と
し
て
の
記
載
と
同
じ
く
、
御
鉄
炮
頭
と
し
て
も
宇
喜
多
騒
動
に
よ
る
退
去
に
伴
っ
て
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
後
任
と
し
て
、
新
た

に
川
端
丹
後
守
（
直
臣
団
に
所
属
、
知
行
高
一
一
六
〇
石
）
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
） 

例
え
ば
、
戸
川
達
安
へ
の
加
増
注
記
が
慶
長
四
年
ま
で
み
ら
れ
る
こ
と
は
先
掲
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
前
掲
注
（
９
）
で
例
示
し
た
浮
田

左
京
亮
に
対
す
る
慶
長
五
年
の
加
増
は
、
ま
さ
に
宇
喜
多
騒
動
と
同
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
（（
） 

大
西
泰
正
「
宇
喜
多
騒
動
の
経
緯
」（
前
掲
注
（
１
）
大
西
著
書
第
二
部
第
一
章
）、
同
「
宇
喜
多
騒
動
の
展
開
と
結
果
」（
前
掲
注
（
１
）

大
西
著
書
第
二
部
第
二
章
）。

（
（0
） 

唯
一
、
直
臣
団
以
外
か
ら
配
属
先
に
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
の
が
戸
川
達
安
組
に
属
し
て
い
た
浮
田
喜
八
（
知
行
高
一
三
二
〇
石
）
で
あ

る
。
彼
は
、
戸
川
組
か
ら
宇
喜
多
氏
に
残
留
し
た
中
で
は
最
も
大
身
で
あ
り
、
関
ヶ
原
合
戦
の
後
に
戸
川
達
安
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
る
（「
浦
上
宇
喜
多
両
家
記
」、
備
作
史
料
研
究
会
編
『
備
作
之
史
料
五　

金
沢
の
宇
喜
多
家
史
料
』
所
収
）
点
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

達
安
と
の
決
別
が
そ
の
取
り
立
て
に
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。

（
（（
） 

具
体
的
に
は
、
長
原
菅
作
（
知
行
高
二
〇
〇
石
）・
岡
本
太
郎
（
知
行
高
二
〇
〇
石
）・
浮
田
弥
三
兵
衛
尉
（
知
行
高
一
六
〇
石
）・
楢
原
宗



51 豊臣期宇喜多氏の構造的特質

八
（
知
行
高
一
五
〇
石
）
の
四
名
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
長
原
菅
作
は
関
ヶ
原
合
戦
直
前
に
秀
家
か
ら
の
加
増
を
受
け
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
（
前
掲
注
（
（（
）
参
照
）、
岡
越
前
守
ら
が
再
退
去
し
た
後
、
彼
ら
が
宇
喜
多
氏
に
帰
参
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
（（
） 

文
禄
期
以
降
、
宇
喜
多
氏
に
お
い
て
み
ら
れ
る
「
浮
田
」
名
字
は
、
宇
喜
多
氏
の
庶
流
名
字
と
し
て
創
出
し
た
も
の
を
、
秀
家
が
自
身
と
の

紐
帯
を
示
す
標
章
と
し
て
付
与
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
細
は
前
掲
注
（
４
）
拙
稿
参
照
。

（
（（
） 
前
掲
注
（
（0
）「
浦
上
宇
喜
多
両
家
記
」
な
ど
。

（
（（
） 

前
掲
注
（
（（
）「
戸
川
記
」。

（
（（
） 

上
方
で
の
人
材
登
用
に
つ
い
て
は
（
慶
長
五
年
）
八
月
一
九
日
明
石
守
重
書
状
（
藤
井
駿
・
水
野
恭
一
郎
編
『
岡
山
県
古
文
書
集
』
第
三
輯

　

三
三
二
頁
―
備
前
水
原
岩
太
郎
氏
所
蔵
文
書
）、
分
国
に
お
け
る
支
城
在
番
配
置
に
つ
い
て
は
（
慶
長
五
年
）
九
月
一
〇
日
宇
喜
多
秀

家
書
状
写
（『
久
世
町
史
』
資
料
編
一　

編
年
資
料　

三
六
四
頁
―
新
出
沼
元
家
文
書
）
で
確
認
で
き
る
。

（
（（
） 

備
口
人
数
書
立
（
米
山
一
政
編
『
真
田
家
文
書
』
上　

六
五
頁
）。

（
（（
） 

光
成
準
治
『
関
ヶ
原
前
夜
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
九
）。

（
（（
） 

近
世
初
期
に
お
け
る
御
家
騒
動
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
福
田
千
鶴
『
幕
藩
制
的
秩
序
と
御
家
騒
動
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
九
）
な
ど
、
多

く
の
研
究
蓄
積
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
大
学
院
博
士
後
期
課
程
学
生
）
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SUMMARY

An Examination of the Structural Characteristics of the Ukita Clan in 
the Toyotomi Period

Takafumi Moriwaki

This article explains the structure of the Bizen Ukita Clan who 
held authoritative power of the Daimyo during the Toyotomi Period, as 
well as how its structure transformed. Research of the Ukita Clan during 
this period has stagnated due to its limited documentation. However, we 
examine the recordings of the Ukita Clan during the Toyotomi Period 
from the Bungencho to gain new perspectives and reopen research in 
this area.

During the Sokoku-Kenchi ( land surveys in Ukita Clan ) in 1594, 
the Ukita Clan started to deal with the inconsistencies that inevitably 
came with being appointed as the Korean Peninsula dispatch troops to 
lead the Toyotomi Regime. Simultaneously, the Chief Retainers of the 
Clan entrusted supervision to their subordinates. Also, with anincrease in 
annual stipend and along with it military service, the dispatch of troops 
created an impoverished military. Thus, the Chief Retainers became 
dependent on these subordinates to restore political policies. On the 
other hand, Hideie, the Head of the Clan, increased the annual stipend 
of his own staff, alongside strengthening the military directly under his 
supervision.

During the Ukita Clan Revolt in 1600, the military which was 
highly dependent on the Chief Retainers changed drastically. The 
subordinates of the Chief Retainers of the Ukita Clan were redistributed, 
and the military directly under Hideie was strengthened. In the past, the 
Ukita Clan Revolt was seen as the collapse of the Ukita Clan. However, 
from another perspective, it was a critical moment in which authoritative 
power consolidated under Hideie. This paper argues for the necessity 
to reexamine the Ukita Clan during this period based on the discussion 
above.




